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(1) 区画整理の技術移転に関するこれまで経緯、成果の確認
タイ土地区画整理回顧録（街づくり区画整理協会、2015年6月）、関連するJICA報告書、JICA
プロジェクトで作成したマニュアルなど

(2) 現在のタイ国での区画整理事業の実施状況の把握
タイ国政府官報ウェブ版、DPT（内務省公共事業・都市地方計画局）ホームページ、DPT区画
整理事業Facebookでの情報収集（タイ語版、英語版）

(3) DPTにおいて、区画整理PR資料、行政資料、区画整理実施マニュア
ル等の収集（タイ語版、英語版）

(4) DPT担当官からのヒアリング
区画整理に係る基本政策、予算と執行状況、区画整理実施状況（事業計画、換地設計、工事、
保留地、清算、組合等）、調査中・検討中の地区

(5) 区画整理実施地区の現地調査、関係者ヒアリング

(6) タイ区画整理の展開と課題整理

研究方針：現状 1年目(1)～(5)、2年目(4)～(6)
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https://youtu.be/A3EiORbNJBQ?si=4HUQLs-vpo2Mch6v
DPT区画整理紹介YouTube 2026年6月投稿

2

https://youtu.be/A3EiORbNJBQ?si=4HUQLs-vpo2Mch6v
https://youtu.be/A3EiORbNJBQ?si=4HUQLs-vpo2Mch6v
https://youtu.be/A3EiORbNJBQ?si=4HUQLs-vpo2Mch6v


土地区画整理事業認可状況 3
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県別区画整理事業認可状況

実施状況 実施県

1県3地区 2県（ナーン、マハサラカム）

1県2地区

13県（ヤラー、ピサヌローク、ナラ

ティワート、トラン、パヤオ、ペ
チャブーン、ナコンパノム、チャイ
ナ―ト、ナコンラチャシマ、ラヨー

ン、メーホーソン、チョンブリ、パ
ンガー）

1県1地区 39県

未実施 23県

合計 77（76県＋バンコク都）

1県1地区実施方針：54県実施（70%）
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第1期：2009年10月事業認可（初期パイロットプロジェクト）

第2期：2016年2月事業認可

⇒第1期事業成果を目のあたりにした隣接地区の地権者からの要望

第3期：2023年11月事業認可（組合施行）：第1,2期隣接地で実施

⇒DPTといった国施行から組合に移行した特筆すべき事例（公→民）

ナーン 2地区公共団体施行・その後1地区組合施行

第1期施行後土地利用 第3期施行後土地利用
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出典：DPT資料



未実施県の事業化検討状況

検討段階 県 数

現地調査段階

ガラシン、ナコンパトム、サ
コンナコン、スラタニ、ノン
ブアラムプー、アムナート
ジャラーン、ランパーン

7

区画整理マスタープ
ランの作成
事業計画案の作成

ノンタブリ、プラジュアップ
キリカン、コンケーン(25%) 3

実行計画の作成
換地計画案の作成

ターク、ソンクラー、ノン
カーイ(29%)、アントーン、
ラムプーン

5

地権者から事業同意
書の回収と事業計画
案の提出

ウタイタニ(55%)、ブリラム
(79%)、パトゥムタニ(79%)、
パタルン(26%)、ピチット
(7%)、プーケット(68%)、サ
ラブリ(48%)、シンブリ(26%) 

8

※( )：事業同意地権者の割合
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施行者別施行実績：公共系

DPTとの共同施行者 地区数

テッサバンナコンとの共同施行 3
テッサバンムアンとの共同施行 15
テッサバンタンボンとの共同施行 6
タンボン自治機構との共同施行 3
テッサバンナコン、タンボン自治機構との共同施行 1
県自治機構、テッサバンムアン、タンボン自治機構
との共同施行

2

合計 30

DPT、NHA、地方自治体による実績

DPT単独による事業：37事業

DPTと地方自治体の共同事業：30事業

DPTとNHAの共同事業：1事業

地方自治体単独による事業：1事業

7



施行者別施行実績：組合
区画整理組合：組合設立5地区

1地区で事業完了

1地区で事業中

2地区で事業準備中
※組合設立後事業実施せず解散：パークチョーン

組合名
組合設立申請
組合設立認可

事業認可申請
事業認可

現在の状況

バンコク ラマ9公
園

2010年4月
2010年11月

2011年12月
2012年3月

新土地権利証発行済

組合解散
2017年6月

ナーン
ナーン3
期

2020年7月
2021年1月

2022年10月
2023年3月 事業中

スリン
石材産業復興
と観光振興を
目的

2022年8月
2022年12月 未申請 事業準備中

サムット
ソンク
ラーム

エカチャイ道
路とバイパス
道路を結び交
通問題の改善
を目的

2023年6月
2024年3月 未申請 事業準備中
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実施県の今後の展開

検討段階 県 数

現地調査段階

ガンペンペット2、ぺプリ2、
ペッチャブーン3、ムクダハー
ン2、ルーイ2、ウタラディット
2

6

区画整理マスター
プランの作成
事業計画案の作成

パンガー3、サムットソンク
ラーム2、サムットソンクラー
ム3(100%:組合)、スリン2(11%)、
スリン4(100%:組合)

5

実行計画の作成
換地計画案の作成

チェンライ2、ピサヌローク3、
スコータイ2(41%) 3

地権者から事業同
意書の回収と事業
計画案の提出

チャンタブリ2(20%)、ナコンラ
チャシマ4(50%)、ナコンラチャ
シマ5(93%)、ナコンラチャシマ
6(59%)、スパンブリ2(37%)、
スリン3(93%)

6

※( )：事業同意地権者の割合
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平均面積

27ha
平均施行期間

5年
事業期間12年
ナラティワー
ト地区：初期
のパイロット
プロジェクト
指定地区

事業完了18地区の施行面積と施行期間 10
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公共用地：299ha増加（施行前5%→施行後15%）、保留地：100ha
公共減歩率10.3%、保留地減歩率3.4%、合算減歩率13.7%
道路整備：217km（うち都市計画道路82km）

公園整備：運動公園4ha、公園31ha
洪水対策としての貯水池や河川改良も実施

土地区画整理事業71地区施行前後土地利用 11

面積(ha) 構成比 面積(ha) 構成比

公共用地 165 5% 464 15%
宅地 2,911 95% 2,512 82%

保留地 - - 100 3%
合計 3,076 100% 3,076 100%

施行前 施行後



ラマ9世
公園地区

組合施行
8.8ha

事業認可
2012年3月

完了
2017年6月
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2026年1月7日



2026年1月7日

ラマ9世
公園地区

組合施行
8.8ha

事業認可
2012年3月

完了
2017年6月
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2026年1月7日

ラマ9世
公園地区

組合施行
8.8ha

事業認可
2012年3月

完了
2017年6月
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BMA民有地



ラマ9世
公園地区
隣接部

区画整理
未実施
エリア
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2026年1月7日

BMA BMA民有地



カンチャナブリ 16

地区の
位置

カンチャナブリ県
の位置

カンチャナブリ市

パークプレーク市

区画整理事業地区

出典：DPT資料

施行者：DPT及びパークプレーク市

面積：32ha  地権者数：72人 筆数：事業前83筆→事業後102筆
新土地権利証：発行済56筆（残り46筆はこれから発行予定）

事業認可官報告示：2013年12月17日
換地計画及び清算金の承認：2016年4月29日
土地局へ新権利証の発行申請：2016年9月10日～現在



カンチャナブリ 施行前後土地利用 17

種別 事業前 事業後

民地 94.67% 80.67%
公共用地 5.33% 16.99%

道路 2.13% 13.74% 
沼・水路 3.20% 3.12%

その他公共用地 - 0.02%
公園 - 0.11%

保留地 - 2.33%
合計 100% 100%

道路：幅員20m,12m,10m,6m

減歩率：19.33%
整理前後土地利用計画構成比

整理前

整理後

出典：DPT資料



収入 THB JPY
DPT予算 112,951,410 553,461,909

区画整理基金（支援金） 6,794,000 33,290,600
保留地処分金 30,413,775 149,027,498

合計 150,159,185 735,780,007

カンチャナブリ 事業費

DPT予算算：都市計画道路の建設費（建築物の移転、撤去費用含む）
区画整理基金(支援金)：鉄道交差区間の道路整備費、踏切施設整備費
保留地処分金：その他の整備費

土地収用方式 (直接買収方式)を採らないことによる国の予算削減額：
49,668,750THB(243百万円)
土地区画整理事業によって恩恵を受ける市民：28,114人
土地価格の増加率：2.4倍
事業前2.5百万THB/ライ(77百円/ha)⇒事業後6百万TBH/ライ(184百円/ha)

18

1THB=4.9JPY

事業費
23百万円/ha

1ライ=0.16ha



地権者：道路、電気、水道もなく放置されていた土地が宅地として活
用できるようになった。地価が以前に比べ5倍になった。

市民：中心市街地の交通混雑緩和に寄与

国：都市計画道路の整備に寄与。道路用地を土地区画整理事業で生み
出すことにより、土地収用方式の事業と異なり、用地費を負担せずに
用地が確保できた。

カンチャナブリ 事業効果 19

出典：DPT資料



2026年1月8日

20
カンチャ
ナブリ

DPT及びパー

クプレーク市
施行
32ha

事業認可
2013年12月



2026年1月8日
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カンチャ
ナブリ

DPT及びパー

クプレーク市
施行
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事業認可
2013年12月



DPT
カンチャ
ナブリ県
事務所ヒ
アリング

2026年1月8日

22

新土地権利証
を発行できな
い課題：1937
年に軍事目的
で設定された
土地利用禁止
区域の影響
※1938年時点で土

地を利用していた
ことの証明が必要



ｔｆ

2026年1月6日

DPT
ヒアリ
ング

23

DPTポン

ナラー・
イェンイ
ング局長
による石
川賞



DPTヒアリング

区画整理部 36名の職員

開発から取り残された土地を接道
していつでも土地活用できるよう
にすることを重視

保留地が販売しやすいよう位置や
大きさなど工夫

事業後すぐに建築物立地させるこ
とは考えていない（市街化促進速
度は問題視されていない）

地区概要は作成していない（近年
はYouTube）

2026年1月6日
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2026年1月6日

DPT
ヒアリ
ング

DPT
区画整理
基金室

21名の
職員
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土地区画整理事業を担う民間組織の存在は？

⇒全て直轄で行っており、民間組織は存在しない

都市政策と土地区画整理事業の関係は？特にTODとの関係は？

⇒TODにおいて土地区画整理事業を検討中

昨年発表会時の指摘事項：DPTヒアリング 26

出典：DPT資料



BMA（バンコク首都圏庁）における土地区画整理事業方針ヒアリング

・バンコク市内での土地区画整理実施：組合施行で1地区のみ

（ラマ9世公園地区、組合施行、8.8ha、事業認可2012年3月、完了2017年6月）

⇒近年、土地区画整理事業が行われていない

⇒土地区画整理事業の適用課題の把握／検討組織の把握

DPTにおける土地区画整理事業推進課題とその対応策のヒアリング

・もっと行いたいが人材が不足している、事業費が確保できない 等
・各県のDPT事務所との関係、土地区画整理研修制度等技術者育成 等
・施行者育成（組合、NHA）

タイにおける土地区画整理事業と都市政策の関係のヒアリング

・TODにおける土地区画整理事業の適用の実現性（タイ国鉄 等）

今後の研究方針 27
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中間発表 2：別添資料 

 

タイ国の区画整理広報ビデオ  2025年 6月 DPTが YouTubeに投稿 

https://youtu.be/A3EiORbNJBQ?si=4HUQLs-vpo2Mch6v 
（翻訳 日野祐滋） 

 

ทนัโลก ทนัสมยั ทนัท่วงท ี
世界の潮流への対応／時代の変化への対応／即時決断と実行 

（アヌティン・チャーンウィラグーン、現首相兼内務大臣の施政方針） 

 

道路アクセスがなく土地活用が十分にできないために、都市の発展から取り

残された土地の状況改善を図るため、内務省公共事業都市計画局（DPT）は、区

画整理により、官民パートナーシップによる都市開発を進めています。 

 

 

 区画整理は、タイ国区画整理法 2547（2004 年）に基づき実施されるもので、

事業地区内の道路などの公共施設整備と、画地の形状の整序を行うものです。プ

ロジェクトへの参加者は所有地の一部を事業のために提供する必要があります

が、事業後は土地価格が上がります。 

 

 区画整理の重要な点は、①地権者が事業に参加し、官民パートナーシップのも

とに進めること、②土地収用を行わないことです。 

 

 これまで 20 年以上、1 県 1 区画整理プロジェクトの方針のもとに事業を進め

てきました。全国 54 県で 71 の区画整理事業に取り組んできました。このうち

43県 40区画整理事業で新土地権利証の発行を行いました。 

【区画整理事業参加者／男性／チャイヤプーム県】 

 この土地を以前から所有しています。道路が整備されると聞いて区画整理

事業に参加しました。道路整備のため所有地の一部を提供しました。 

 

【区画整理事業参加者／女性／チャイヤプーム県】 

 この土地は道路アクセスがなく出入り困難でした。はじめは、区画整理事

業への参加を躊躇しましたが、事業に参加し、道路が整備されたことを大変

誇りに思っています。 

https://youtu.be/A3EiORbNJBQ?si=4HUQLs-vpo2Mch6v
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区画整理は国連の SDGｓ（持続可能な都市開発）方針に適合した事業手法で、 

目標 1 「貧困の撲滅」、目標 8 「働き甲斐と経済成長」、目標 10 「不平等の是正」、目

標 11 「持続可能な都市及び人間居住の実現」、目標 17 「パートナーシップで目標達

成」の実現に資する事業です。 

 

 安全で持続可能な都市開発を進めることを目標に、内務省全体で、「Change for 

Good」のスローガンのもと区画整理を推進しています。 

 

 

 区画整理には次にようなメリットがあります。区画整理事業により、59都市計

画区域で、88都市計画道路約 82㎞、その他道路約 135㎞が整備されました。 

また、公園、運動公園、都市内洪水対策のための遊水池の整備にも活用されてい

ます。 

 

このほか、区画整理事業により公共施設用地が 298 ha確保されましたが、この

ことで、土地収用方式の事業に比べ、27億 7200万バーツの政府予算を節約するこ

とができました。 

区画整理事業により経済が活性化され、住民の収入も増加し、税収も増えていま

す。事業後の土地価格は 3.11 倍～11.67 倍増加しました。増加した資産価値は、

【区画整理事業参加者／男性／チェンマイ県】 

 この事業で公共施設の整備と画地の整序が行われ、以前に比べ、土地利用が

大変しやすくなりました。 

 

【区画整理事業地区近隣の商店主／女性／ナコンシータマラート県】 

 区画整理事業で、都心部へのう回路が整備されました。交通混雑が改善され、

店の売り上げもよくなってハッピーです。 

 

【区画整理事業参加者／女性／ナコンパノム県】 

 望んでいたものが実現され、大変満足しています。土地価格も 8 倍、10 倍

に上昇した。皆さん、区画整理事業に参加しましょう。のんびりと気楽に暮ら

しています。 

 

【区画整理事業参加者／男性／チェンライ県】 

 県の区画整理委員会の皆さん、私たちによい機会を与えていただきありがと

う。道路網が整備され、地区住民には、いろいろな機会が拡大しました。土地

の価格も上昇しまた。大変ありがとうございます。 
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全体で 500億バーツになります。 

 

 

 これまで、人々の生活の豊かさの向上のため区画整理に取り組んできました。

官民協力のもと、公共基盤の整備、道路アクセスのない土地を改善、都市問題の

解決に取り組んできました。 

今後とも、持続可能な地域社会の実現という、内務省全体の方針に沿って進めて

いきます。 

               Change for Good 

【区画整理事業参加者／男性／ナコンシータマラート県】 

 区画整理は非常に良い事業だ。DPT が助けてくれたおかげで長い間道路ア

クセスのなかった土地が改善された。いろいろな面で便利になった。 

 

【区画整理事業参加者／男性／チャイヤプーム県】 

 躊躇することはない。すぐに参加したほうが良い。自分自身で恩恵を受け

ることができる。 

 

【女性／男性／女性／男性／男性／男性】 

 変革のため所有地の一部を提供、変革、変革、変革 

 持続可能な未来のための変革 

 

【DPT局長 ポンナラー・イェンイング氏】 

 Change for Good 変革を進めます。 
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